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令和 5年度予算を審議

Saku
ragawa City Council

71No.
第 1回定例会号

令和5年５月１日

さ
く
ら
が
わ

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

さ
く
ら
が
わ
市議会
だより

　桜川市富谷の富谷観音のすぐそばにある富谷山ふれあい公園からは市内を一望することができま
す。天気の良い日は富士山を望むことができ、この眺望の良さから「関東富士見100景」にも選ば
れています。
　公園内には約40本の八重桜（ぼたん桜）が植樹されており、ソメイヨシノの見頃から入れ替わ
るように4月中旬から下旬ごろに見頃を迎えます。
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　病院事業会計は、9億4,407万9,000円で前年度予算対比9.5％の増となっています。下水道事業会計は、
16億4,609万7,000円で前年度予算対比5.8％の増となっています。
　令和5年度の一般会計予算、特別会計予算、水道事業会計予算、病院事業会計予算、下水道事業会計予
算の総額は、332億4,722万7,000円で、前年度対比2.0％の増となっています。

一般会計一般会計

194194億円億円

土木費
34億1,056万2千円
土木費
34億1,056万2千円

教育費
17億1,401万1千円

教育費
17億1,401万1千円

総務費
29億3,911万円

総務費
29億3,911万円

農林水産業費 8億6,208万3千円農林水産業費 8億6,208万3千円 民生費
58億3,126万8千円
民生費
58億3,126万8千円

消防費 8億8,869万9千円消防費 8億8,869万9千円

議会費 1億6,839万9千円議会費 1億6,839万9千円
商工費 1億6,068万6千円商工費 1億6,068万6千円

諸支出金 1,770万9千円諸支出金 1,770万9千円

衛生費
18億695万7千円

衛生費
18億695万7千円

公債費 15億2,548万1千円公債費 15億2,548万1千円

地方交付税
56億3,000万円
地方交付税
56億3,000万円

県支出金
13億6,481万1千円
県支出金
13億6,481万1千円

市債
14億3,740万円
市債
14億3,740万円

市税
45億4,756万7千円
市税
45億4,756万7千円

繰越金 4億円繰越金 4億円

寄附金 3億500万4千円寄附金 3億500万4千円　地方譲与税 2億7,710万5千円　地方譲与税 2億7,710万5千円

繰入金 11億8,642万円繰入金 11億8,642万円

その他 6億8,515万5千円その他 6億8,515万5千円

その他 7,503万5千円その他 7,503万5千円

地方消費税交付金 9億7,577万1千円地方消費税交付金 9億7,577万1千円

国庫支出金
 25億9,076万7千円
国庫支出金
 25億9,076万7千円

一般会計

歳入
一般会計

歳出

衛生費
市民の健康の維持増
進や、ごみ処理、環
境保全に使用するお
金です。

教育費
学校教育や生涯学習
の充実、スポーツ事
業の運営のために使
われるお金です。

農林水産業費
農林業の振興を図る
ための支援や改良、
生産基盤整備などに
使われるお金です。

商工費
商工業の振興や、地
域の観光を発信する
ことなどに使われる
お金です。

公債費
市の借金の返済など
に使われるお金で
す。



桜川市議会だより 第71号
令 和 ５ 年 ５ 月１ 日 発 行

3

土木費
道路、公園などの建
設や改修、市営住宅
の管理運営などに使
われるお金です。

３月７日から22日までの16日間の会期で開催され、令和５年度
予算が賛成多数で可決され、多岐にわたり審議が行われました。

令和５年度予算のあらまし

令和５年度

　令和5年度一般会計予算は、総額194億円で前年度予算対比1.7％の増、特別会計予算総額は97億
6,186万8,000円で前年度予算対比0.28％の減となっています。
　また水道事業会計は、14億9,518万3,000円で前年度予算対比14.6％の増となっています。

土木費
34億1,056万2千円
土木費
34億1,056万2千円

教育費
17億1,401万1千円

教育費
17億1,401万1千円

総務費
29億3,911万円

総務費
29億3,911万円

農林水産業費 8億6,208万3千円農林水産業費 8億6,208万3千円 民生費
58億3,126万8千円
民生費
58億3,126万8千円

消防費 8億8,869万9千円消防費 8億8,869万9千円

議会費 1億6,839万9千円議会費 1億6,839万9千円
商工費 1億6,068万6千円商工費 1億6,068万6千円

諸支出金 1,770万9千円諸支出金 1,770万9千円

衛生費
18億695万7千円

衛生費
18億695万7千円

公債費 15億2,548万1千円公債費 15億2,548万1千円

地方交付税
56億3,000万円
地方交付税
56億3,000万円

県支出金
13億6,481万1千円
県支出金
13億6,481万1千円

市債
14億3,740万円
市債
14億3,740万円

市税
45億4,756万7千円
市税
45億4,756万7千円

繰越金 4億円繰越金 4億円

寄附金 3億500万4千円寄附金 3億500万4千円　地方譲与税 2億7,710万5千円　地方譲与税 2億7,710万5千円

繰入金 11億8,642万円繰入金 11億8,642万円

その他 6億8,515万5千円その他 6億8,515万5千円

その他 7,503万5千円その他 7,503万5千円

地方消費税交付金 9億7,577万1千円地方消費税交付金 9億7,577万1千円

国庫支出金
 25億9,076万7千円
国庫支出金
 25億9,076万7千円

一般会計

歳入
一般会計

歳出

特別会計   97億6,186万8千円
国 民 健 康 保 険 �47億国 民 健 康 保 険 �47億7,9417,941万2千万2千円円
介　護　保　険� 44億5,916万2千円介　護　保　険� 44億5,916万2千円
介護サービス事業� 1,087万円介護サービス事業� 1,087万円
後期高齢者医療� 5億1,242万4千円後期高齢者医療� 5億1,242万4千円

事業会計   40億8,535万9千円
水 道水 道 事事 業 � 14億9,518万3千円業 � 14億9,518万3千円
病 院 事 業 � 9億4,407万9千円病 院 事 業 � 9億4,407万9千円
下水道事業�下水道事業� 16億4,609万7千円16億4,609万7千円

用
語
解
説

民生費
児童・高齢者・障がい
者等の福祉サービスの
充実や生活保護などに
使用するお金です。

総務費
選挙、税金の徴収、
戸籍管理のほか、庁
舎管理などに使われ
るお金です。

令和５年第１回定例会
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総 括 質 疑

令和５年度予算に関する

　令和５年度予算案全体に対し
て、市に説明を求めました。その
中から、主な質疑を掲載します。

地
域
商
社
支
援
事
業

問　
地
域
商
社
支
援
事
業
の
中

に
は
、「
加
波
山
市
場
」
も
含
ま

れ
て
い
る
。
実
証
実
験
事
業
と

い
う
こ
と
で
、
来
年
度
4
年
目

に
入
る
。
今
借
り
て
い
る
建
物

を
購
入
す
る
計
画
も
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
見
切

り
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
。
5
年
が
限
度
と
考
え
て

い
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

今
後
は
、「
自
走
」
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
市
の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ

う
、
令
和
5
年
3
月
以
降
も
営

業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

事
業

問　
今
年
度
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
い
つ
頃
に
ど
の
よ

う
な
規
模
で
開
く
の
か
。
以
前
、

真
壁
で
開
い
て
い
た
よ
う
な
も

の
か
。
そ
れ
と
も
、
違
う
よ
う

な
も
の
か
。

答　

今
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

「
茨
城
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
特
別
企
画

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
回

り
、
物
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
事

業
で
す
。
10
月
の
土
、
日
の
ど

れ
か
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
１
０
０
名
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

※
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
6
社
と
自
治
体
、
関
係

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　
税
金
の
基
本
は
、
所
得
の

あ
る
人
か
ら
徴
収
す
る
の
が
原

則
で
あ
る
。
今
、
所
得
の
な
い

子
ど
も
に
税
金
を
か
け
て
い
る

の
は
、
消
費
税
と
国
保
税
の
均

等
割
の
2
つ
で
あ
る
。
消
費
税

は
今
の
と
こ
ろ
ゼ
ロ
に
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
国
保
税
の
均

等
割
り
は
、
国
も
全
部
の
子
ど

も
に
か
け
る
の
は
ま
ず
い
と
判

断
し
、
未
就
学
児
に
は
5
割
減

額
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ

か
の
自
治
体
で
は
、
納
税
者
の

負
担
を
さ
ら
に
削
減
、
ま
た
は

廃
止
し
て
い
る
。
桜
川
市
も
、

政
府
の
5
割
減
額
を
さ
ら
に
減

ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　
答　

今
ま
で
も
低
所
得
の
方
に

は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
、
未
就
学
児
の

均
等
割
保
険
税
を
5
割
軽
減
す

る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

桜
川
市
で
も
未
就
学
児
を
除
く

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
2
割
軽

減
を
実
施
し
ま
す
。

　

未
就
学
児
に
、
さ
ら
な
る
減

額
を
す
る
に
は
、
法
定
外
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
必

要
で
、
現
状
で
は
困
難
で
す
。

端
上
林
道
工
事

問　
こ
の
端
上
林
道
工
事
（
真

壁
町
桜
井
字
端
上
）
は
、
あ
と

50
年
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
来
年
度
の
工
事
費
は

い
く
ら
で
、
何
メ
ー
ト
ル
舗
装

工
事
を
す
る
の
か
。

答　

林
道
端
上
線
の
工
事
は
、

４
１
０
万
円
の
予
算
で
、70
メ
ー

ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
全

線
開
通
に
あ
と
70
年
か
か
る
見

込
み
で
す
。

　

事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

県
策
定
の
「
霞
ケ
浦
地
域
森
林

計
画
」
の
見
直
し
時
期
に
合
わ

せ
、
県
と
の
調
整
を
図
り
、
再

検
討
し
ま
す
。

結
婚
相
談
事
業

問　
結
婚
相
談
事
業
が
、
農
政

推
進
費
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、

今
結
婚
相
談
事
業
が
必
要
な
の

は
、
農
業
後
継
者
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
。
市
長
公
室
が
担
当

す
る
科
目
に
入
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
。

答　

令
和
5
年
度
か
ら
「
さ
く

ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

※総括質疑は、各議員が所属委員
会以外の予算項目を、20 分以内
で行う質疑です。
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一般議案に
　　対する

議案審議
補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い補正予算や条例の改正、人事案件などの審議を行い
ました。その中から、主な質疑を掲載します。ました。その中から、主な質疑を掲載します。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
は
、
年
度
初
め
は
多
く

の
方
が
接
種
し
た
が
、
4
回
、

5
回
と
続
け
る
と
接
種
者
が

減
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な

接
種
の
実
態
で
あ
っ
た
の
か
。

答　

昨
年
９
月
28
日
に
接
種
を

開
始
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
対
応
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
者
が
、
見
込
み

数
を
大
き
く
下
回
っ
た
た
め
で

す
。

　

初
回
の
接
種
率
は
88
％
で
し

た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
対
応
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
は
62
％
で
す
。

生
活
保
護
総
務
事
業

問　
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料

国
庫
支
出
金
等
過
年
度
分
返
還

と
な
っ
て
い
る
が
、
５
，
０
０

０
万
円
も
の
返
還
金
が
出
た
理

由
を
伺
う
。

答　

令
和
2
年
10
月
に
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
」
を

見
込
み
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

国
の
緊
急
小
口
貸
付
制
度
の
利

用
等
で
、
生
活
保
護
世
帯
が
少

な
い
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
生

活
保
護
世
帯
の
高
齢
化
が
進
み
、

死
亡
に
よ
る
保
護
廃
止
も
多
く

み
ら
れ
、
生
活
保
護
世
帯
の
減

少
に
よ
り
、
返
還
金
が
生
じ
ま

し
た
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
設
置
費

問　
こ
の
予
算
の
削
減
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
で
減
額
に
な
っ

た
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
消
防
直
通
方

式
か
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
方
式

に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

年
の
10
月
議
会
で
、
介
護
保
険

桜
川
筑
西
　 
周
辺
地
区

　
　
　
　
　
　
開
発
事
業

問　
用
地
買
収
が
進
ま
な
い
と

の
理
由
で
今
回
予
算
か
ら
減
額

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

開
発
事
業
そ
の
も
の
が
、
限
界

に
き
て
い
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

答　

予
定
し
て
い
た
調
整
地
内

に
「
未
相
続
地
が
一
筆
」
あ
り
、

買
収
が
で
き
な
い
た
め
、
減
額

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
整
備

を
進
め
ま
す
。

ト
」
の
一
環
と
し
て
、
結
婚
支

援
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
課
で
調
整
を
は
か
り
、
実

態
に
合
わ
せ
た
結
婚
相
談
事
業

の
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

フ
ィ
ル
ム
　
　
　
　
　
　

　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

問　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事

業
の
一
環
と
し
て
令
和
５
年
度

か
ら
新
た
に
取
り
組
む
事
業
で
、

市
内
の
里
山
や
田
園
風
景
、
街

並
み
等
の
地
域
資
源
の
情
報
発

信
を
行
い
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
映
画
等
の
撮

影
地
と
し
て
紹
介
し
、
撮
影
隊

を
誘
致
す
る
事
業
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
撮
影
候
補
地

の
紹
介
等
の
連
絡
調
整
や
撮
影

現
場
の
立
会
い
、
宿
泊
施
設
の

紹
介
や
食
事
場
所
の
紹
介
な
ど
、

映
像
制
作
会
社
に
対
す
る
撮
影

支
援
が
主
な
も
の
で
す
。

特
別
会
計
に
変
更
す
る
こ
と
を

了
承
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
入
札
業
者
が
決

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保

険
特
別
会
計
か
ら
支
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
減
額
し
ま

し
た
。

保
健
体
育
総
務
事
業

問　
今
年
度
の
市
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
中
止
に
な
っ
た
。
実
施

す
る
か
、
中
止
す
る
か
の
判
断

は
、
難
し
か
っ
た
と
思
う
が
、

県
内
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
主
催

し
て
い
る
自
治
体
数
、
そ
の
中

で
、
今
年
度
実
施
し
た
自
治
体

数
と
中
止
し
た
自
治
体
数
を
伺

う
。

答　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
主
催
し

て
い
る
自
治
体
数
は
22
で
す
。

そ
の
う
ち
今
年
度
実
施
自
治
体

は
16
、
中
止
し
た
自
治
体
は
桜

川
市
を
含
め
６
と
な
っ
て
い
ま

す
。

IC
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令和５年２月７日
　滋賀県長浜市議会
　　　恵風会行政視察来庁

　長浜市議会恵風会が『公立病院の
再編について』の視察研修のため、来
庁されました。

令和５年２月１４日
　那珂市議会総務生活
　　常任委員会行政視察来庁

　那珂市議会総務生活常任委員会が
『桜川市太陽光発電施設の適正な設置
及び管理に関する条例等について』の
視察研修のため、来庁されました。

令和５年２月２５日
　　真壁のひなまつり会場で観光案内を実施

　市議会議員・市長・副市長・教育長・市職員による観光案内を行い、真壁のひ
なまつり会場に訪れた方々に観光パンフレット等の配布を行いました。
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審議された議案と結果 第１回定例会（3月7日〜3月22日）

令和5年度予算

一般会計 可決

一般会計の修正動議 否決

国民健康保険特別会計 可決

介護保険特別会計 可決

介護サービス事業特別会計 可決

後期高齢者医療特別会計 可決

水道事業会計 可決

病院事業会計 可決

下水道事業会計 可決

下水道事業会計の修正動議 否決

令和4年度補正予算

一般会計（第9号） 可決

国民健康保険特別会計（第3号） 可決

介護保険特別会計（第4号） 可決

水道事業会計（第4号） 可決

病院事業会計（第1号） 可決

下水道事業会計（第3号） 可決

専決処分

一般会計補正予算（第8号） 承認

和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告（令和4年12月19日専決処分） 報告

和解及び損害賠償の額を定めることの専決処分事
項の報告（令和4年12月27日専決処分） 報告

人事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（2件） 適任

副市長の選任について 同意

その他

令和４・５・６年度継続事業　（仮称）桜川市複
合施設建設工事請負契約について 可決

和解について 可決

条例の改定

個人情報の保護に関する法律施行条例 可決

個人情報保護法改正に伴う関係条例の整備に関す
る条例 可決

附属機関に関する条例 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正 可決

市職員の給与に関する条例等の一部改正 可決

市職員の旅費に関する条例の一部改正 可決

特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関
する条例の一部改正 可決

産業立地及び雇用の促進に関する条例の一部改正 可決

国民健康保険条例の一部改正 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 可決

地区計画の区域に係る建築物の制限を定める条例
の一部改正 可決

請願・陳情

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡
充を求める意見書」採択の請願書 不採択

平成２６年度から令和３年度までの８年間に桜川
市人口は約5.5千人減少したにも拘わらず『一般
行政職員を20名増加』させた桜川市人事管理行
政の検証と『今後の桜川市職員採用数の急減への
懸念』に関して市民への丁寧な説明を市行政に求
める陳情

不採択

先月（2/16）示された桜川市新庁舎建設設計概
要書において当初計画されていた大会議室等の防
災関連施設及び書庫等の室内空間利用において不
合理な設計に変更されている点において合理的な
設計に改善することを市行政に求める陳情

不採択

大和地区教育後援会から、大和中学校、雨引小学
校、大国小学校が、教育備品等の寄附の受け取り
を拒否することを求める請願

不採択

議員提出議案

市議会の個人情報の保護に関する条例 可決
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人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
み
、
こ
れ

ま
で
の
農
家
保
全
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
条

件
が
不
利
な
農
地
は
規
模

拡
大
に
限
界
が
あ
る
。

　
「
守
る
べ
き
農
地
」
は

自
給
的
農
家
へ
の
提
供
や

新
規
事
業
者
へ
の
提
供
は

容
易
で
す
。「
守
り
切
れ
な

い
農
地
」
に
つ
い
て
認
識

を
伺
う
。経

済
部
長　
農
業

を
取
り
巻
く
環
境

は
、
担
い
手
で
あ
る
認
定

農
業
者
に
農
地
を
集
積
、

集
約
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
守
る
べ
き
農
地
」
は

農
地
法
、
農
振
法
で
判
断

さ
れ
、
一
方
「
守
り
切
れ

遊
休
農
地

　
　
活
用
に
つ
い
て

武井久司議員

な
い
農
地
」
は
農
業
委
員

会
が
調
査
を
行
い
、
県
農

業
経
営
課
や
農
業
参
入
支

援
室
と
情
報
を
共
有
し
、

企
業
参
入
に
活
用
出
来
る

よ
う
情
報
提
供
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

消
防
団
組
織
と
常

設
消
防
に
つ
い
て

防
火
建
築
や
消
火

栓
の
整
備
、
広
域

消
防
の
充
実
等
に
よ
り
消

防
団
に
よ
る
消
火
活
動
は

減
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
多
発
す
る
災
害

の
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
や
勤
務

形
態
等
で
団
員
の
な
り
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

防
災
に
取
り
組
む
組
織
の

再
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
常
設

消
防
は
緊
急
・
救

助
・
災
害
の
防
除
を
行
い
、

消
防
団
は
地
域
防
災
力
の

菊池伸浩 議員

桜
川
市
の
一
番
大

き
な
課
題
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
予
算
議
会

で
あ
る
今
議
会
で
、
質
問

し
ま
す
。

　
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
が
撤

退
後
、
課
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
、「
開
発
許
可
権
」

が
、
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
か

ら
廃
止
届
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
以
前
、
新
た
な
開
発

業
者
の
誘
致
を
進
め
る

と
の
答
弁
を
得
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
、
進
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
二
つ
目
は
、
に
の
み
や

工
務
店
を
中
心
と
し
た

「
さ
く
ら
土
地
開
発
合
同

会
社
」
と
の
契
約
は
、
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
三
つ
目
に
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
地
所
と
の
契
約
は
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

総
合
戦
略
部
長　

長
方
地
区
の
商
業

地
区
開
発
は
、
新
た
な
開

発
業
者
が
、
地
元
地
権
者

か
ら
「
開
発
合
意
書
」
の

取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
末
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
３
月
６
日
の
時

点
で
申
請
は
出
て
い
ま
せ

ん
。

　
「
さ
く
ら
土
地
開
発
合

同
会
社
」
と
の
契
約
は
、

「
構
成
内
容
を
拡
充
」
し

ま
し
た
。
来
年
度
中
に
は
、

契
約
を
締
結
し
、
第
１
工

区
の
造
成
工
事
は
、
夏
頃

に
は
着
手
で
き
る
見
込
み

で
す
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
所
と

の
合
意
書
は
令
和
５
年

３
月
23
日
ま
で
の
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
用
地
買

収
の
見
込
み
、
開
発
行
為

の
進
捗
状
況
を
、
今
後
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
和
駅
北
地
区
開
発

　
　
　
　
　
　
凍
結
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
作
成
は

あ
く
ま
で
も
個
人
の
判
断

で
す
か
ら
、
と
や
か
く
言

う
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
普
及
率
と
銀
行
口
座

と
い
っ
た
「
紐
付
け
」
率

を
伺
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　

２
月
28
日
現
在
、

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、
全

国
63
・
８
％
、
桜
川
市

53
・
１
％
で
す
。
公
金
受

取
口
座
と
紐
付
け
（
登
録

割
合
）
は
、
全
国
57
・
５
％
、

桜
川
市
56
・
4
％
で
す
。

健
康
保
険
証
と
紐
付
け

（
登
録
割
合
）
は
、
全
国

61
・
３
％
で
、
自
治
体
別

で
は
把
握
出
来
て
い
ま
せ

ん
。 マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
状

況
と
問
題
点

8人の議員が一般質問を行いました

中
核
と
し
て
地
域
と
密
接

な
連
携
を
図
り
災
害
時
に

備
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
団
員

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
地
域
消
防
力

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
消

防
団
適
正
規
模
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
消
防
団
組

織
の
規
模
の
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
防
止

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
、
養

鶏
場
で
殺
処
分
さ
れ
て
い

る
。
市
内
の
養
鶏
場
数
、

苦
情
等
、
感
染
予
防
対
策
、

環
境
予
防
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

経
済
部
長　
市
内

の
養
鶏
場
は
5
農

場
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

苦
情
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
予
防
対
策
は
、
保

健
所
と
連
携
し
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
場
内
環

境
予
防
対
策
は
農
林
水
産

省
の
指
針
に
従
い
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
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通
学
路
危
険
箇
所

へ
の
横
断
歩
道
設

置
要
望
と
設
置
へ
の
課
題
、

ハ
ー
ド
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

な
か
な
か
実
現
が
難
し
い

と
聞
く
が
、
事
故
が
起

こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
く
、

市
で
も
粘
り
強
く
要
望
を

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
が
如
何
か
。

建
設
部
長　
今
年

度
、
横
断
歩
道
設

置
要
望
は
４
か
所
あ
っ
た

が
、
警
察
の
設
置
基
準
に

合
致
し
な
い
た
め
、
設
置

が
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
断
歩
道
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
県
警
察
本
部
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

通
学
路
安
全
推
進
会
議
の

横
断
歩
道
を

　
　
設
置
す
る
た
め
に
は

飯島洋省 議員

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
桜
川
警

察
署
を
通
じ
て
設
置
要
望

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
の
幅
員

や
交
通
量
、
見
通
し
、
歩

行
者
の
待
機
場
所
の
有
無

な
ど
の
設
置
基
準
に
合
致

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
お
り
、
要
望
ど
お
り
に

設
置
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
の
問
合
せ
対

応
に
つ
い
て

各
種
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
発
熱
外
来
対

応
等
、
業
務
は
多
様
化
、

多
忙
化
し
て
お
り
、
電
話

窓
口
対
応
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
と
推
察
す
る
が
、

予
約
、
受
診
問
合
せ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
般
外
来
受
診
の
際

の
予
約
シ
ス
テ
ム
は
導
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
外
来

受
診
の
際
は
、
直
接
受
付

時
間
内
に
来
院
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
電
話
対
応
に
つ
い
て
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
専
属
で

配
置
す
る
よ
り
も
、
外
来

対
応
に
習
熟
し
た
事
務
職

員
が
対
応
す
る
こ
と
が
適

切
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
時
的
に
離
職
が
重
な
り
、

人
員
が
不
足
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
３

月
に
３
名
、
４
月
に
２
名

入
職
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

受
付
対
応
が
改
善
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
に
は
、
公

設
民
営
の
市
立
病
院
と

し
て
、
接
遇
改
善
向
上
に

取
り
組
み
、
市
民
に
寄
り

添
っ
た
医
療
を
提
供
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
公
共
交
通
の
在
り

方
と
高
齢
者
へ
の
対
応

・
市
活
性
化
へ
の
取
組
と
自

動
運
転
バ
ス
の
可
能
性

・
公
共
施
設
の
ポ
ン
プ
の
管

理
と
リ
ス
ク
へ
の
対
応

川股　隆 議員

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
た
が
、
市

民
へ
の
説
明
も
な
い
の
に
、

水
道
審
議
会
で
は
、
県
の

一
県
一
水
道
へ
の
統
合
の

方
向
を
了
と
し
て
い
る
。

県
企
業
局
か
ら
の
受
水
単

価
は
１
４
０
円
と
高
く
、

県
自
体
に
も
課
題
が
多
い
。

市
議
会
で
の
議
論
や
市
民

説
明
抜
き
で
進
め
る
の
は

行
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
部
長　

県
が
進
め
る
広
域

連
携
に
つ
い
て
は
、
5
年

度
に
意
向
調
査
、
6
年
度

に
統
合
に
つ
い
て
の
基
本

協
定
締
結
の
予
定
で
あ
り
、

議
会
の
議
決
も
必
要
で
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
広

報
紙
な
ど
に
よ
り
、
知
ら

せ
て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設

太
陽
光
発
電
施
設

に
つ
い
て
は
、
市

内
に
８
０
０
件
以
上
あ
る
。

市
民
か
ら
み
る
と
、
誰
が

管
理
し
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
な
ど
の
心
配
が
つ

き
な
い
。
管
理
上
の
苦
情

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

太
陽
光
施
設
条
例
で
事
業

継
承
を
明
文
化
す
る
意
向

は
あ
る
か
、
ま
た
、
施
設

の
経
年
劣
化
に
よ
っ
て
お

こ
る
事
故
へ
の
応
急
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

今
年
度
、
市
へ
寄

せ
ら
れ
た
苦
情
は
フ
ェ
ン

ス
の
破
損
な
ど
9
件
で
す
。

事
業
継
承
の
明
文
化
に
つ

い
て
は
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
事
故
等
へ

の
対
応
は
事
業
者
の
責
務

で
あ
り
、
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

桜
川
消
防
署
の
設

計
業
者
に
つ
い
て

桜
川
消
防
署
の
設

計
会
社
及
び
代
表

者
は
誰
か
、
ま
た
地
方
自

治
法
第
92
条
の
２
「
議
員

の
兼
業
禁
止
」
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　
株
式

会
社andH

AN
D

建
築
設
計
事
務
所
で
あ
り
、

支
店
長
名
し
か
聞
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
自
治
法
第
92

条
の
２
に
つ
い
て
は
、
議

会
運
営
の
公
正
を
保
障
す

る
こ
と
、
事
務
執
行
の
適

正
の
確
保
の
た
め
に
、
当

該
地
方
自
治
体
と
の
請
負

関
係
を
禁
止
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

私
は
会
社
の
代
表

取
締
役
名
を
聞
い

て
お
り
、
質
問
の
事
前
通

告
に
も
代
表
者
と
書
い
て

あ
る
。

総
務
部
長　
後
日
、

回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
県
が
進

め
る
広
域
連
携
に
つ
い
て
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今
年
度
、
過
疎
対

策
費
２
億
円
が
予

算
化
さ
れ
、
市
民
の
人
生

を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る

新
た
な
、
さ
く
ら
が
わ
人

生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計

画
は
大
い
に
期
待
で
き
る

と
思
う
。

　

案
に
は
、「
若
者
・
子

育
て
・
住
宅
・
高
齢
化
・

移
住
」
支
援
が
あ
り
、
充

実
し
た
企
画
に
思
う
が
、

も
う
一
つ
終
活
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

少
子
高
齢
、
核
家
族
化
が

進
み
、
お
墓
を
継
承
で
き

な
い
話
を
聞
く
こ
と
も
多

い
。

　

人
生
は
、「
ゆ
り
か
ご

か
ら
墓
場
ま
で
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
る
。
市
の

役
割
も
さ
ら
に
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。

　
移
住
者
か
ら
は
、
安
心

し
て
迎
え
ら
れ
る
終
活
支

援
の
相
談
窓
口
が
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
支
援

の
現
状
と
、
市
の
終
活
支

援
の
対
策
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
は
、
令
和
５
年

１
月
末
現
在
35
・
２
％
で

す
。
令
和
22
年
に
は
41
・

３
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
の
推
計
は
、

令
和
７
年
に
は
65
歳
以
上

の
人
口
の
約
20
％
の
方
が

認
知
症
を
有
す
る
状
況
に

な
る
と
さ
れ
、
市
で
も
、

約
２
，
８
０
０
名
の
方
が

認
知
症
状
況
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
4
年

度
は
、
市
民
の
皆
様
に
も

桜
川
市
内
の
空
き

家
件
数
は
、
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。

建
設
部
長　
令
和

５
年
２
月
現
在
、

  

・
岩
瀬
地
区
２
６
８
件
、

  

・
大
和
地
区
１
０
７
件
、

  

・
真
壁
地
区
２
９
４
件
、

　
計
６
６
９
件
で
す
。

　
う
ち
、
市
街
化
区
域
は
、

  

・
岩
瀬
羽
黒
地
区
77
件
、

  

・
大
和
地
区
14
件
、

  

・
真
壁
地
区
97
件
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
『
桜
川
市

空
家
等
対
策
計
画
』
に
つ

い
て
伺
う
。

建
設
部
長　

①
適
切
な
管
理
の

為
の
啓
発
と
情
報
発
信

林　悦子議員

②
空
き
家
の
利
活
用

③
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
、
空
き
家
所
有
者
に
対

す
る
助
言
・
指
導
・
早
期

改
善
が
主
な
内
容
で
す
。

　
本
年
度
は
、
４
月
に
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

送
付
す
る
際
、
市
外
在
住

の
所
有
者
に
対
し
、管
理・

利
活
用
を
促
進
す
る
チ
ラ

シ
を
同
封
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
相
談
・
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
を
期
待
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
の
法

改
正
で
、
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
家
屋
を
『
特
定
空
家

等
』
に
指
定
し
、
指
導
・

勧
告
・
命
令
・
代
執
行
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
固
定
資

産
税
の
6
分
の
１
特
例
は

適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

空
き
家
除
去
に
対

し
、
補
助
金
を
出

す
考
え
は
あ
る
か
。

建
設
部
長　
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、

検
討
致
し
ま
す
。

学
校
給
食
の  

　                    

　
課
題
に
つ
い
て

4
月
か
ら
、
遺
伝

子
組
み
替
え
食
品

の
表
示
が
変
わ
る
。
ま
た

最
近
、
蛩
（
コ
オ
ロ
ギ
）

の
粉
末
パ
ウ
ダ
ー
が
話
題

に
な
る
な
ど
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
注
意
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。教

育
部
長　
食
材

に
つ
い
て
は
、
毎

月
、
検
討
会
を
開
き
安
心

安
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

米
は
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

100
％
、
小
麦
は
市
産
ユ
メ

シ
ホ
ウ
の
パ
ン
や
麺
の
回

数
を
増
や
し
、
県
産
の
小

麦
を
使
い
ま
す
。

　

大
豆
食
品
は
市
産
、
納

豆
は
県
産
、
野
菜
は
遺
伝

子
組
み
替
え
は
使
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
食
用
コ
オ
ロ
ギ

を
給
食
で
提
供
す
る
こ
と

は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

過
疎
化
対
策
に
つ
い
て

認
知
症
の
現
状
や
制
度
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の

講
習
会
を
始
め
、
14
名
の

市
民
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
く
市
民
に
認

知
症
や
成
年
後
見
人
制
度

に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
く
よ
う
、
講
習
会
等
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
移
住
さ
れ
た
方
や
、

移
住
さ
れ
る
方
々
に
は
、

生
活
の
拠
点
が
移
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
墓
を
身

近
に
建
て
た
い
、
あ
る
い

は
自
分
の
お
墓
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
た
と
き

に
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
の
か
不
安
に
な
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

市
長　
市
民
の
皆

様
の
声
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
、

相
談
窓
口
の
設
置
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
に
つ
い
て

・
防
災
無
線
の
情
報
発
信
の

苦
情
に
つ
い
て
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人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
為
、
桜
川

市
の
近
隣
自
治
体
で
も
各

種
施
策
が
積
極
的
に
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
国
の
例
で
フ
ラ
ン
ス

が
一
時
出
生
率
回
復(

２

０
０
６
年
に
２
・
０
）
に

成
功
し
ま
し
た
が
、
特
に

第
３
子
以
降
の
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
若
年
層
で
は

手
厚
い
支
援
と
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
等
か
ら
、
地
方
へ

の
人
口
移
動
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
桜
川
市

内
へ
の
移
住
を
促
す
政
策

や
、
市
の
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
に
つ
い
て
伺
い

過
疎
認
定
を
受
け
て
の
人
口
減

少
対
策
と
そ
の
広
報
に
つ
い
て

中田拓也 議員

ま
す
。

　
次
に
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の

広
報
紙
提
供
等
は
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
か
お
伺

い
し
ま
す
。
つ
く
ば
市
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
局

関
係
者
が
、
桜
川
市
の
広

報
紙
を
大
変
高
く
評
価
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

市
長
公
室
長　
桜

川
市
民
の
人
生
を

ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
さ

く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
令
和
５
年
度

か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ま
ず
子
育
て
３
ス
テ
ッ

プ
応
援
金
、
さ
く
ら
っ
こ

出
産
子
育
て
応
援
金
に

よ
り
、
子
供
１
人
当
た
り

40
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
無
料

配
布
や
第
２
子
以
降
の
給

食
費
免
除
等
も
継
続
し
ま

す
。

　

次
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

や
結
婚
お
祝
い
金
支
給
を

行
い
、
定
住
促
進
助
成
金

も
従
来
の
最
大
50
万
円
か

ら
、
２
０
０
万
円
ま
で
拡

充
し
ま
す
。
ま
た
、
若
年

層
の
転
出
抑
制
と
移
住
促

進
を
図
る
為
、
令
和
６
年

度
よ
り
通
勤
支
援
や
学
び

サ
ポ
ー
ト
等
を
行
い
、
移

住
支
援
金
の
予
算
を
増
額

さ
せ
、
移
住
定
住
相
談
窓

口
も
開
設
し
ま
す
。

　

そ
し
て
節
目
の
敬
老
祝

金
贈
呈
、
75
歳
以
上
の
独

居
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

高
齢
者
あ
ん
し
ん
通
報
シ

ス
テ
ム
等
、
老
後
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
施
策
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の

広
報
紙
提
供
は
、
現
在
放

送
局
2
社
、
新
聞
社
4
社

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
の
街
灯
設
置
要
望

に
つ
い
て

・
不
登
校
児
童
生
徒
に
係
る

給
食
費
・
教
材
費
の
徴
収

及
び
自
宅
で
リ
モ
ー
ト
授

業
を
受
け
た
場
合
の
扱
い

に
つ
い
て

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

市
職
員
数
名
が
昨

年
十
二
月
時
点
で

精
神
不
調
で
休
職
中
と
の

こ
と
。
一
因
に
庁
内
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
揺
ら

ぎ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
や
法
律
違
反
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
職
員
の
高
ス

ト
レ
ス
状
況
を
改
善
す
る

た
め
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
向
け
た
研
修
を
実
施
す

る
な
ど
し
、
よ
り
良
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

市
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス(

法
令
遵
守)

状
況

榎戸和也 議員

２
年
前
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の

交
渉
の
た
め
に
市
長
が
東

京
に
宿
泊
出
張
を
し
た
時
、

市
長
公
用
車
に
は
他
に
誰

が
乗
っ
て
い
た
か
。

市
長
公
室
長　
職

員
１
人
を
同
行
さ

せ
て
い
ま
す
。

加
波
山
市
場

加
波
山
市
場
が
令

和
３
年
９
月
に
借

入
れ
た
設
備
資
金
２
３
０

万
円
は
ま
だ
未
使
用
と
の

こ
と
。
不
要
な
ら
返
済
す

べ
き
で
は
。

総
合
戦
略
部
長　

本
年
度
決
算
で
整

理
し
、
借
入
先
と
調
整
し

対
応
す
る
見
込
み
で
す
。

大
和
駅
北
地
区
の

効
果

巨
費
を
投
じ
た
大

和
駅
北
地
区
の
開

発
で
、
雇
用
や
固
定
資
産

税
等
の
経
済
効
果
は
今
ま

で
に
幾
ら
あ
っ
た
か
。

総
合
戦
略
部
長　

現
時
点
で
市
の
開

発
に
伴
う
固
定
資
産
税
・

住
民
税
の
増
加
は
ご
ざ
い

ま
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も
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や
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て
ま
い
り
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。
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総 務
常任委員会

◎飯島洋省 ○中田拓也 林　悦子 小林正紀 市村　香 風野和視

委員会報告
桜川市議会議員は、全議員がいずれかの常任委員会に所属し、それぞれ所管の事案について審議していま
す。このページでは、その審議内容や各委員会の活動状況を報告します。

今号は総務
常任委員会に注目

市税の収納
　市税は歳入全体の約23％を占める重要な財源
であります。引き続き適正・公正な課税・徴収
に努めるよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

遊湯館費
　桜川市民の利用者が少ないことから、これま
でも施設利用者数に応じた受益者割の導入を筑
西広域市町村圏事務組合に要望していますが、
加えて桜川市民の利便性の向上や利用者数の増
加を目指すため、筑西広域圏、内外の利用料金
体系の見直しを同組合に働きかけることを要望
しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

桜川筑西IC周辺地区
　　　　　　　開発整備事業
　整備中の大和駅北公園は、大型複合遊具を
備えた子ども達が安心して遊び、活動できる子
育てを支援する都市公園として重要な施設です。
　市民が集い合える場になるよう、市民の意見
を反映し、執行にあたっては整備内容を市民や
議会へ説明したうえで、引き続き整備を進める
よう要望しました。

男女共同参画事業
　結婚を望む男女への支援拡充、結婚祝い金の
交付など少子化対策における重要な位置づけで
あることから、一層の事業推進が図れるよう要
望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域商社支援事業
　株式会社クラセル桜川は、計画的な経営改革
を行うため、経営健全化方針の策定を速やかに
進め、早期の自立自走につなげるよう要望しま
した。
　また、同社は地域の商品やサービスを発掘・
創造・発信し、市民・生産者・事業者にこれま
で以上の収益をもたらし、そこで得られた知見
を地元企業に還元するなどの公益的な事業活動
を行うことで、行政では解決できない課題の解
決に貢献できる企業として、引き続き運営を支
援することを要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不法投棄について
　悪質事案に対し、引き続き警察や茨城県など
の関係機関と連携して、厳しく対処するよう要
望しました。

◎委員長　○副委員長
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委員長 鈴木裕一　副委員長 菊池伸浩
委　員 仁平実・萩原剛志・榎戸和也

校務支援システム保守管理
　このシステムは、出席管理をはじめ成績処理や指
導要録作成に大きな効果を発揮するものであり、デ
ジタルデータの強みを生かし、各種データの保存等
の活用について検討するよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

温水プール「サンパル」
　当施設は、運営のための会計年度任用職員報酬
や燃料代、施設維持のための委託料に加え、老朽化
にともなう修繕費用がかさんでいる状況にあるため、
存続を含めた今後の在り方について検討するよう要
望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

訪問型家庭教育支援事業
　子育てや家庭教育に悩む保護者に寄り添い、家庭
環境に合わせたサポートを継続するよう要望しまし
た。

教厚生
常任委員会

史跡等保存整備事業
　真壁城跡の整備は、真壁城の重層的な歴史が理
解できるよう配慮した保存活用計画の策定を要望し
ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

病院事業
　さくらがわ地域医療センターは、県西総合病院が
新中核病院である茨城県西部メディカルセンターに
集約されることによる、桜川市の医療機能の低下に
対応するため公設民営により開設した病院です。
　医師や医療従事者が少ない地域において、茨城
県西部メディカルセンターや他の医療機関との役割
分担が前提となりますが、初期救急や地域に必要な
医療機能を担う市民に身近な市民病院として、出来
る限りの受け入れ対応と接遇の改善や向上について、
指定管理者に働きかけるよう要望しました。

建 設経済
常任委員会

委員長 武井久司　副委員長 軽部徹
委　員 潮田新正・小高友徳・川股隆

有害鳥獣対策事業
　ピーク時より捕獲頭数が減少していますが、イノ
シシ被害が農作物に与える影響は依然として深刻で
あることから、今後も関係機関と連携し、被害防止
対策のさらなる強化を要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

観光の振興
　観光施設の充実を図るため、つくば高原キャンプ
場においては、基本計画に基づく再整備事業の早
期実施するよう要望しました。上野沼やすらぎの里
キャンプ場においては、施設の老朽化に伴う再整備
の実施にあたり、利用者のニーズを反映した整備方
針を策定し、観光事業の推進と利用者の増加に努め
るよう要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

河川整備事業
　現在の橋梁は、高度経済成長期に整備されたもの
が多く、老朽化が進んでいる現状であり、重大な事

故につながる構造物であるため、定期的な点検に基
づく修繕を行い、橋梁の長寿命化を図っていくよう
要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水道事業
　水道事業については、水道水の安全安心な安定
供給を継続するため、人工衛星を使った調査結果か
らの漏水可能性エリアについて調査し、漏水の発見、
修繕に努め、さらなる有収率向上に取り組むことを
要望しました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

下水道事業
　下水道事業については、生活環境の改善を第一
に人口減少傾向の中、公共下水道及び農業集落排
水の接続率向上に努めるとともに、各汚水処理施設
の老朽化に伴う維持管理に適正な調査を行い、計画
的に整備及び修繕を進めるよう要望しました。

文
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軽部　徹・中田拓也
発行責任者　議　 長 　萩原剛志

　次の定例会は

６月13日（火）
10 時開会予定です。
議会の傍聴については、感染症
対策を実施しております。
詳細は、ホームページでお知
らせします。
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２月
	 3 日	 茨城県後期高齢者医療広域連合議会
	 	 議会運営委員会・議会全員協議会
	 6 日	 筑西広域市町村圏事務組合議会議会

運営委員会
	 9 日	 筑西広域市町村圏事務組合議会定例会
	 16 日	 議会全員協議会
	 21 日	 議会全員協議会
	 22 日	 筑北環境衛生組合議会
	 28 日	 総務常任委員会

３月
	 1 日	 文教厚生・建設経済常任委員会 
	 2 日	 議会運営委員会・議会全員協議会
7~22 日	第 1回定例会
	 7 日	 議会全員協議会 
	 14 日	 総務常任委員会 
	 15 日	 総務・文教厚生・建設経済常任委員会

４月
	 12 日	 議会全員協議会・議会広報特別委員会

　全国48の観測地点で3月中の
桜の満開は平年3か所程度と聞き
ます。今年は既に32地点で、過
去最も早い満開となり、桜川市
も吉野桜、山桜、八重桜と市内
の花々が一斉に咲き誇り、素晴
らしい風景を見せてくれました。
この、素晴らしい景観風景を、
生かした街づくりが出来るよう
更に推進していきたいと考えま
す。

　3月の定例議会では令和5年度
一般会計・特別会計予算が審議
され可決致しました。新規事業
として過疎対策費2億円が予算化
され市民の人生をトータルで支
援する、さくらがわ人生応援プ
ロジェクトが展開していきます。
　市議会としても、市民の皆さ
んが住んで良かったと思える街
づくりに尽力して参ります。
　　　　　　　　　　市村　香


